
統計学

看護学科

1 オリエンテーション 26

2 基礎知識 27

3 データの種類と性質 28

4 母集団と標本，変数・確率 29

5 度数分布・ヒストグラム 30

6 度数分布・ヒストグラム 31

7 分布の代表値・散布度 32

8 分布の代表値・散布度 33

9 正規分布 34

10 t分布，χ
2
分布，F分布 35

11 検定 36

12 検定の一般的手順 37

13 検定手法の選択 38

14 母平均の差の検定（t検定） 39

15 母平均の差の検定（ウェルチの検定） 40

16 母平均の差の検定（対応のあるt検定） 41

17 復習① 42

18 復習① 43

19 クロス表による検定（χ
2
検定） 44

20 簡便法，イエーツの補正 45

21 マン・ホイットニーのU検定 46

22 マン・ホイットニーのU検定 47

23 ウィルコクソンの符号付順位和検定 48

24 ウィルコクソンの符号付順位和検定 49

25 推定 50

テキスト/参考文献 演習で身につける統計学入門　（技術評論社）

授業の方法

まとめ

１／３０時間

有瀬 豊

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

履修上の
注意事項

特になし

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

講義

復習②

実務経験

実務経験の
活かし方

筆記試験等総合評価
評価の方法

や基準

授業の目的
・テーマ

現場で必要とされる役に立つ統計と、統計を道具として使えることを理解できる。

復習②

授業の
到達目標

現場で必要とされる役に立つ統計を学び、統計を道具として使えることを目標とする。

母平均の推定

試験



人間関係論

看護学科

1 人間関係とは、人間関係の捉え方 26

2 自分自身への問い　クラスメートとの関係性 27

3
自己紹介（表現・自分のことをどう相手に
伝えるか）

28

4
アイスブレーキング・対話的関係の展開（条件
付きコミニュケーション） 29

5
対人関係と役割　①対人関係の成立・維
持・崩壊

30

6 対人関係と役割②葛藤・対処・社会的役割 31

7 32

8
コミュニケーションとは　対人コミニュ
ケーションの構成要素と成立過程

33

9
ロールプレイング：言語的コミニュケー
ション

34

10
ロールプレイング：非言語的コミニュケー
ション

35

11 口頭と書面によるコミニュケーション（プ
レゼンテーション）

36

12 カウンセリング技法と心理療法 37

13
コーチングとアサーティブコミニュケー
ション

38

14 保健医療チームの人間関係 39

15 チームワークとエラー 40

16 コミニュケーションエラーとその予防 41

17 多職種との連携 42

18 患者を支える人間関係①患者―医療者関係 43

19 ②患者・看護師間の総合評価 44

20 ③様々な看護場面による人間関係 45

21 家族を支える人間関係①家族関係論 46

22 ②家族看護の展開・家族と患者の看護 47

23 地域をつくる人間関係 48

24 グループ討議（リーダーシップ） 49

25
グループ討議（個人・集団での問題解決の
進め方）

50

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間 １／３０時間

槇本 宏子

　〃

テキスト/参考文献

授業の方法

試験

授業の目的
・テーマ

身近な人間関係及び看護における人間関係の基礎を学び、臨床で活用する人間関係構築の技
術を学びその方法を考える。

授業の
到達目標

臨床で活用可能な人間関係論の基礎と技術を習得する。

相手にわかりやすい申し送りとは（事例検討）

事例を通してのグループ討議　模擬カンファレ
ンス

　〃

履修上の
注意事項

「評価の方法や基準」欄を参照すること。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

実務経験の
活かし方

評価の方法
や基準

人間関係論　（医学書院）、基礎看護技術Ⅰ（医学書院）

定期考査の得点・レポート評価・体験学習の評価・出席状況・授業態度重視する

実務経験

講義と体験学習、レポート



社会学

看護学科

1 社会学とはどんな学問か 26

2 〃 27

3 社会学の基礎概念　①社会的行為 28

4 〃 29

5 社会学の基礎概念　②相互作用・役割 30

6 〃 31

7 社会学の基礎概念　③集団・組織 32

8 〃 33

9 社会学の基礎概念　④社会構造と全体社会 34

10 〃 35

11 小括と小テスト 36

12 〃 37

13 社会学の視点で現代社会をとらえる：家族① 38

14 〃 39

15 社会学の視点で現代社会をとらえる：家族② 40

16 〃 41

17 社会学の視点で現代社会をとらえる：性・ジェンダー① 42

18 〃 43

19 社会学の視点で現代社会をとらえる：性・ジェンダー② 44

20 〃 45

21 社会学の視点で現代社会をとらえる：労働① 46

22 〃 47

23 社会学の視点で現代社会をとらえる：労働② 48

24 〃 49

25 社会学の視点で現代社会をとらえる：地域社会① 50

〃

〃

社会調査の方法／授業のまとめ

履修上の
注意事項

テキスト・筆記用具持参

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

講義

〃

実務経験の
活かし方

・リアクションペーパーの記述（各講義日） 2点×８回＝16点
・小テスト 24点（持ち込み可）
・最終レポート 60点（詳細は第11回：21、22の授業で提示）

評価の方法
や基準

実務経験

テキスト/参考文献 社会学（医学書院）、授業時には資料配布、その他参考文献は授業内で指示

授業の方法

１／３０時間

佐藤 洋子

授業科目

開講学科等 担当教員

授業の目的
・テーマ

社会学的なものの考え方を学び、その視点から現代社会のありようや現代社会が抱える問
題を理解する。

社会学の視点で現代社会をとらえる：地域社会②

授業の
到達目標

・社会学的なものの考え方ができる
・現代社会のありようと問題をとらえることができる

単位／時間



レクリエーション法

看護学科

1 音楽療法　総論　実際のセッション 26

2 音楽活動･音楽体験について 27

3 音楽演奏体験　計画 28

4 音楽演奏体験　実施 29

5 概要各論 30

6 プラン立案 31

7 同上 32

8 グループ別模擬セッションA組　高齢者 33

9 グループ別模擬セッションB組　高齢者 34

10 グループ別模擬セッションC組　高齢者 35

11 グループ別模擬セッションD組　高齢者 36

12 グループ別模擬セッションE組　成人 37

13 グループ別模擬セッションF組　成人 38

14 グループ別模擬セッションG組　児童 39

15 音楽療法まとめ 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

講義、実技、ディスカッション

音楽療法　美しき日本のうた　日本の歌１０１プラス６曲

授業態度　レポート及び実技

「評価の方法や基準」欄を参照すること。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

履修上の
注意事項

授業の方法

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

授業科目

開講学科等

授業の目的
・テーマ

授業の
到達目標

授
業
の
計
画

１　音楽・音楽療法の特性を理解する。
２　音楽・音楽療法の持つ生理的・心理的・社会的作用を自ら体験し、将来的に介護の現場で役立つ技法を
習得する。

上記「授業の目的・テーマ」の欄を参照のこと。

担当教員 森岡 由紀

単位／時間 １／１５時間



人間工学

看護学科

1 人間工学の概要（看護と人間工学） 26

2 　〃 27

3 人間の仕組みと特性概論 28

4 　〃 29

5 医療過誤と人間工学 30

6 　〃 31

7 ヒューマンエラーと人間工学 32

8 　〃 33

9 人間工学に必要な技法について 34

10 　〃 35

11 医療機器の開発とユーザビリティ評価について 36

12 　〃 37

13 人間工学を利用した安全性の向上について 38

14 　〃 39

15 試験（定期筆記） 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

履修上の
注意事項

14年

臨床現場で必要とされる人間性である、礼儀礼節の重要性を伝えたい。

講義演習

テキスト：臨床工学講座医用機器安全管理学第2版（医歯薬出版株式会社）

定期試験、出席状況、授業態度等を考慮して総合的に評価する。

「評価の方法や基準」欄を参照すること。

授業の方法

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

授業の
到達目標

人間の生理学、運動力学などの基本的な仕組みについて、述べることができるようになる。
医療機器設計が医療安全にどのように活用されているか、述べることができるようになる。

授
業
の
計
画

授業の目的
・テーマ

医療事故が生じる心理的要因と、機能的要因を理解し、その対策をたてるために必要な
考え方を身につける。

授業科目 単位／時間

開講学科等 担当教員 出渕 靖志

１／１５時間



疾病と治療Ⅳ（血液･造血器疾患、免疫･アレル
ギー疾患、内分泌、代謝）

看護学科　

1 26

2 27

3 疾患と治療の理解(第4章)　赤血球系の異常 28

4 　　〃 29

5 白血球系の異常　造血器腫瘍 30

6 　　〃　　治療学としての癌化学療法 31

7 　　〃　　造血幹細胞移植 32

8 　　〃　　支持療法としての輸血療法 33

9 出血性疾患、血小板の異常、凝固系の異常 34

10 　　〃 35

11 アレルギー　症状と疾患の理解(第4章) 36

12 膠原病　症状とその病態生理(第4章) 37

13 　　〃 38

14 　　〃 39

15 試験(血液・造血器疾患、免疫・アレルギー疾患） 40

16 疾患の理解(第5章) 内分泌疾患：視床下部・下垂体 41

17 　　〃 42

18 内分泌疾患：甲状腺 43

19 　　〃 44

20 内分泌疾患：副甲状腺、副腎　　　 45

21 　　〃 46

22 代謝疾患：糖尿病成因、診断、合併症 47

23 　　〃 48

24 　　〃 49

25     〃　　　 50

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員

上村 由樹（血液･造血器疾患、免
疫･アレルギー疾患）
中山 修一（内分泌）
大﨑 史淳（代謝）

授業の目的
・テーマ

血液・造血器疾患、免疫アレルギー疾患に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解できる。内分
泌・代謝疾患に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解できる。

授業の
到達目標

上記参照

授
業
の
計
画

血液の生理と造血のしくみ(第2章)
検査・診断と症候・病態生理(第3章)

代謝疾患　糖尿病：治療

代謝疾患　高脂血症

　　〃

代謝疾患　肥満、痛風

試験（内分泌疾患、代謝疾患）

授業の方法 講義

実務経験の
活かし方

履修上の
注意事項

テキスト/参考文献 成人看護学[４] 血液・造血器、[６] 内分泌・代謝、［11］アレルギー　（医学書院）／必要に応じて紹介する。

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験



疾病と治療Ⅴ（腎・泌尿器）

看護学科

1 26

2 27

3 第4章　腎疾患　診断と検査、腎疾患治療総論 28

4 　　　　　　〃 29

5 30

6 31

7  全身性疾患と腎、その他の腎疾患 32

8 　        　〃 33

9 34

10 35

11 36

12 37

13 第5章 神経因性膀胱、尿路感染症、前立腺肥大症 38

14
第5章 前立腺癌、精巣腫瘍、陰茎腫瘍、男子不妊
症、ＥＤ、男子更年期障害、性分化異常症

39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

１／１５時間

大崎 史淳（腎）
辛島 尚 (泌尿器)

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

講義

履修上の
注意事項

特になし

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

実務経験の
活かし方

筆記試験等総合評価

テキスト/参考文献 成人看護学［8］　腎・泌尿器　（医学書院）／必要に応じて紹介する。

授業の方法

評価の方法
や基準

実務経験

授業の目的
・テーマ

排泄に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解できる。

授業の
到達目標

上記「授業の目的・テーマ」欄の内容を目標とする。

第2章　腎疾患　構造と機能
第3章　症状と病態生理

第5章　腎不全の治療、ネフローゼの治療、
糸球体腎炎の治療

第5章  泌尿生殖器疾患　構造と機能、症状と病
態生理、診断と検査、尿路結石症

第5章  腎細胞癌、尿路上皮癌、間質性腎炎、尿
細管性アシドーシス、水腎症、尿失禁



疾病と治療Ⅵ（女性生殖器・感覚器・歯）

看護学科

1
［9］第2章　(女性生殖器疾患）
女性生殖器の構造と機能 26

2 　第5章　子宮筋腫 27

3 　　　　 子宮内膜症 28

4 　 　　　子宮頸がん・子宮体がん 29

5 　　 　　月経異常・更年期障害 30

6      　  不妊症・膣炎 31

7 ［13］第2章　(眼科疾患)眼球のしくみ 32

8 　　　　　　　眼球の機能 33

9 　　　第5章 　眼瞼・結膜の疾患、角膜の疾患 34

10 　　　　　　　眼底の疾患、緑内障 35

11 　　　第6章 　眼科疾患に関連した看護 36

12 ［14］第2章　(耳鼻咽喉科)耳鼻咽喉の解剖 37

13 　　　第5章　外耳の疾患 38

14 　　　　　　 中耳の疾患 39

15              中耳の疾患 40

16              内耳の疾患 41

17              副鼻腔の疾患 42

18              副鼻腔の疾患 43

19              咽頭の疾患 44

20 ［12］第2章　(皮膚科)皮膚の構造と機能 45

21 　　　第5章　アトピー性皮膚炎、蕁麻疹 46

22 　　　　　　 熱傷 47

23              褥瘡 48

24              腫瘍 　感染症 49

25 ［15］第2章　（歯口腔器）歯・口腔の構造と機能 50

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員

中川 奉宇(女性生殖器疾患)
坂本 隆一(眼疾患)
奥谷 文乃(耳鼻咽喉疾患)
藤岡 愛(皮膚疾患)
青木 隆道(歯・口腔疾患）

授業の目的
・テーマ

女性生殖器と感覚器に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解できる。

授業の
到達目標

女性生殖器と感覚器に関連した疾患の成り立ちと回復の促進について理解する。

授
業
の
計
画

［15］第5章　う歯・歯周病

　　口腔粘膜の疾患・口腔領域の腫瘍

    口腔領域の先天異常および発育異常など

　特論　口腔ケア

試験

授業の方法 講義

テキスト/参考文献 成人看護学［9］［12］［13］［14］［15］（医学書院）／必要に応じて紹介する。

履修上の
注意事項

女性生殖器疾患(6時間)、眼疾患(5時間)、耳鼻咽喉疾患(8時間)、皮膚疾患(5時間)、
歯・口腔疾患(6時間）

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方



リハビリテーション論

看護学科

1 リハビリテーション概論 26

2 　〃 27

3 病期 (経過)別にみるリハビリテーション 28

4 　〃 29

5 運動器障害とリハビリテーション 30

6 　〃 31

7 中枢神経系の障害とリハビリテーション 32

8 　〃 33

9 神経変性疾患の障害とリハビリテーション 34

10 　〃 35

11 呼吸器・循環器の障害とリハビリテーション 36

12 　〃 37

13 生活とリハビリテーションと看護 38

14 　〃 39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

履修上の
注意事項

テキスト・筆記用具持参

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

テキスト/参考文献 リハビリテーション看護（医学書院）

授業の方法

授業の目的
・テーマ

リハビリテーション医学について理解し、病気や障害を持ち生活の再構築を行う人への看護に
つなげる。

授業の
到達目標

リハビリテーションの理念を理解することにより、病気や障害を持つ人々の生活への再構築を目指した
看護を考えることができる。

授
業
の
計
画

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 沖田 学



社会保障と社会福祉

看護学科

1 第1章　社会保障制度と社会福祉 26

2 　　社会保障制度 27

3 　　〃 28

4 社会福祉の法制度 29

5 　　〃 30

6 31

7 32

8 　　〃 33

9 第３章　医療保障 34

10 　医療保障制度の沿革・構造・体系 35

11 　健康保険と国民健康保険 36

12 　老人保健制度・保険診療のしくみ 37

13 　公費負担医療・国民医療費 38

14 第４章　介護保障 39

15 　　〃 40

16 第５章　所得保障 41

17 　所得保障制度のしくみ 42

18 　年金保障制度 43

19 　社会手当 44

20 　労働保険制度 45

21 第６章　公的扶助 46

22 　　〃 47

23 第７章　社会福祉の分野とサービス 48

24 　　〃 49

25 第８章　社会福祉の実践と医療・看護 50

第２章 現代社会の変化と社会保障・社会
福祉の動向

試験

　〃

テキスト/参考文献
健康支援と社会保障制度〔３〕社会保障・社会福祉（医学書院）／新・社会福祉士養成講座４　現代社
会と福祉　憲法（岩波書店）

授業の方法

履修上の
注意事項

テキスト・筆記用具持参

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

講義

　　〃

実務経験の
活かし方

レポート等総合評価
評価の方法

や基準

実務経験

１／３０時間

近藤 多美

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の目的
・テーマ

社会保障、社会福祉と医療・看護について理解できる。

第９章　社会福祉の歴史

授業の
到達目標

１） 社会保障、社会福祉の理念、目的を理解する。
２） 社会福祉の歴史と法制度、医療保障、介護保障、所得保障を理解する。
３） 社会福祉の分野とサービスについて理解する。
４） 社会福祉と医療・看護について理解する。

　　〃



診療補助技術Ⅰ

看護学科

1 創傷管理技術（第8章）　創傷管理の基礎技術　 26

2 創傷処置 27

3 褥瘡予防 28

4 包帯法 29

5
症状・生体機能管理技術（第11章）検体検査
（川添） 30

6 検体検査 31

7 　　〃 32

8 　　〃 33

9 生体情報モニタリング 34

10 　　〃 35

11 　　〃 36

12 　　〃 37

13 　　〃 38

14
診察・検査・処置の介助技術（第12章）

診察の介助　　　　　　　　　　（川添）
39

15 診察・処置の介助 40

16 検査の介助 41

17 　　〃　 42

18 呼吸・循環を整える技術（第7章） 43

19 酸素吸入療法（酸素療法） 44

20 　  〃 45

21 　  〃 46

22 排痰ケア　　　　　　　　（森本） 47

23 　　〃     　　　　　　   48

24 持続吸引（胸腔ドレナージ） 49

25 　　〃 50

○

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄を参照すること。

評価の方法
や基準

レポート、演習態度、筆記試験・実技試験などを総合的に評価する。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、診療補助技術に関する基本的知識を講義する。

　〃

人工呼吸療法　　　　　（川添）

テキスト/参考文献 基礎看護技術Ⅱ　臨床外科総論　呼吸器（成人看護学②）皮膚（成人看護学⑫）（医学書院）

授業の方法 講義、技術演習、グループワーク演習等を交えながら楽しい授業を目指す。

授業の
到達目標

診断・治療過程にある対象の援助に必要な知識・技術・態度を習得する。

授
業
の
計
画

吸入　　　　　　　　　（森本）

試験

　　〃　

授業科目 単位／時間

開講学科等 担当教員

授業の目的
・テーマ

診断・治療過程にある対象の援助に必要な知識・技術・態度を習得できる。

川添 悦子・田村 收代・森本 紗磨美

１／３０時間

（田村）



診療補助技術Ⅱ

看護学科

1 与薬の技術（第9章）　　　　（川添） 26

2 与薬の基礎知識 27

3 経口与薬・口腔内与薬 28

4 吸入 29

5 点眼　点鼻 30

6 経皮的与薬　直腸内与薬 31

7 注射 32

8 　〃 33

9 　〃 34

10 　〃 35

11 　〃 36

12 　〃 37

13 　〃 38

14 　〃 39

15 　〃 40

16 　〃 41

17 　〃 42

18 　〃 43

19 　〃 44

20 　〃 45

21 　〃 46

22 　〃 47

23
死の看取りの援助（第15章）
死にゆく人と周囲の人々へのケア（川添） 48

24 　　〃 49

25 救命救急処置技術（赤十字講習４h） 50

○

止血法

心肺蘇生法

　〃

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄を参照すること。

評価の方法
や基準

レポート、演習態度、筆記試験・実技試験などを総合的に評価する。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、診療補助技術に関する基本的知識を講義する。

試験

　〃

講義、技術演習、グループワーク演習等を交えながら楽しい授業を目指す。

テキスト/参考文献 基礎看護技術Ⅱ　臨床外科総論　呼吸器（成人看護学②）皮膚（成人看護学⑫）（医学書院）

授業の方法

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 川添 悦子

授業の目的
・テーマ

診断・治療過程にある対象の援助に必要な知識・技術・態度を習得できる。

授業の
到達目標

診断・治療過程にある対象の援助に必要な知識・技術・態度を習得する。

授
業
の
計
画



臨床判断

看護学科

1 臨床判断とは 26

2 　〃 27

3 臨床判断４つのフェーズ 28

4 　〃 29

5 臨床判断の実践 30

6 　気づき 31

7 　解釈 32

8 　反応 33

9 　省察 34

10 演習 35

11 　〃 36

12 　〃 37

13 　〃 38

14 　〃 39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

○

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄を参照すること

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

講義　グループワーク

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、指導技術に関する基本的知識を講義する

実務経験 医療現場での看護業務

授業の方法

出席状況　レポート等提出状況（提出日時厳守）
評価の方法

や基準

テキスト/参考文献 基礎看護技術Ⅰ（医学書院）／患者教育のポイント（医学書院）

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間 １／１５時間

森本 紗磨美

授業の目的
・テーマ

健康状態の解釈や適切な対応ができるよう、「気づき」「解釈」し、実践につながってい
く思考過程を行うための基礎的能力が理解できる。

授業の
到達目標

健康状態の解釈や適切な対応ができるよう、「気づき」「解釈」し、実践につながってい
く思考過程を行うための基礎的能力を身につけれる。



看護倫理

看護学科

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 宮井 千恵

看護実践における倫理的問題へのアプローチ

授業の目的
・テーマ

目的：倫理とは何か、看護倫理の重要性を理解し、看護実践において倫理の基本を
　　　踏まえた対応ができ、さまざまな倫理的場面に対応できる力を養う。

授業の
到達目標

１．倫理とは、看護倫理とは何か、倫理を学ぶ必要性を理解する。
２．なぜ、倫理が重視されるようになったか、歴史的経緯を理解する。
３．看護の倫理原則と看護職の責務について理解する。
４．倫理と看護専門職に関する法令を学びその関係性を理解する。
５．医療・看護をめぐる倫理的問題や倫理ジレンマの解決にどう取り組むかを学ぶ。

授
業
の
計
画

倫理、道徳、法について、職業としての看護倫理

医療をめぐる倫理の歴史的経緯と看護倫理

倫理の原則と看護職の責務について

専門職に求められる倫理（１）

グループワーク【事例】

専門職に求められる倫理（２）

グループワーク【事例】

医療をめぐる倫理的諸課題（１）

医療をめぐる倫理的諸課題（２）

看護実践における倫理問題への取り組み

看護研究における倫理

グループワーク【事例】

倫理的課題に取り組むしくみ

試験

授業の方法 講義　グループワーク

テキスト/参考文献

看護倫理,系統看護学講座別巻,宮坂道夫他,医学書院、看護者の基本的責務,手島恵監修,日本看護協
会出版会　／ケアを深める看護倫理の事例検討,杉谷藤子他,日本看護協会出版会、ナースが学ぶ患
者の権利講座,隈本邦彦著,日本看護協会出版会

履修上の
注意事項

テキストと筆記用具を持参

評価の方法
や基準

出席状況　筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場における看護業務及び看護管理

実務経験の
活かし方

看護業務及び看護管理に携わった経験を持つ教員が、看護倫理の基礎に関する基本的知識
を講義する



成人看護方法論Ⅳ

看護学科

1 緩和ケア概論（1章）がん患者が抱える苦痛とQOL 26

2 　緩和ケアとは 27

3 　緩和ケアを患者・家族に提供する方法 28

4 　緩和ケアの歴史と海外における緩和ケアの現状 29 　〃

5 　日本における緩和ケアの現状 30

6 　緩和ケアにおける看護師の役割 31

7 スピリアルケア（５章）　 　（藤田） 32

8 緩和ケアと生命倫理（１０章） 33

9 社会的ケア（４章）　　　　　(竹内) 34

10 意思決定とコミュニケーション（６章） 35

11 　〃 36

12 家族ケア（９章） 37

13 試験 38

14 身体症状とその治療・看護　　   （岡本） 39

15 　身体症状概論 40

16 　疼痛の治療と看護 41

17 　〃 42

18 　全身倦怠感の治療と看護 43

19 　〃 44

20 　消化器症状の治療と看護 45

21 　〃 46

22 　呼吸困難患者の治療と看護 47

23 　〃 48

24 　抑うつ患者の治療と看護 49

25 　せん妄患者の治療と看護 50

○

試験

履修上の
注意事項

特になし。

授業の方法 講義　演習

テキスト/参考文献 ナーシング・グラフィカ　緩和ケア　（メディカ出版）／必要に応じて紹介する。

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、成人看護援助[緩和・終末期]に関する基本的知
識を講義する

授業の目的
・テーマ

緩和を必要とする時期・終末期にある患者およびその家族について、心身への理解を深めると
ともに、全人的苦痛を緩和し、その人らしさを尊重した生活を送ることができる看護について
学ぶ。さらに患者の家族への支援、チームアプローチ、倫理的問題について学ぶ。

授業の
到達目標

緩和を必要とする時期・終末期にある患者およびその家族について、心身への理解を深めると
ともに、全人的苦痛を緩和し、その人らしさを尊重した生活を送ることができる看護について
理解する。さらに患者の家族への支援、チームアプローチ、倫理的問題について理解する。

授
業
の
計
画

がん治療に伴う苦痛の緩和　（小笠原）

　〃

リンパ浮腫の治療と看護（乳がん患者）（小笠原）

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員
藤田 愛・岡本 容子・

小笠原 美千代・竹内 初衣



老年看護方法論Ⅱ

看護学科

1 日常生活を支える基本動作と看護ケア　５章（三好） 26

2 基本動作・姿勢・ADLの評価指標 　 27

3 転倒アセスメントと看護ケア 28

4 廃用症候群のアセスメントと看護ケア 29

5 食事と看護ケア　　　　　　　（真部） 30

6 　　〃 31

7 排泄と看護ケア 32

8 　　〃 33

9 　　〃 34

10 清潔と看護ケア　　　　　　　（小松） 35

11 　　〃 36

12 　　〃 37

13 生活リズムと看護ケア 38

14 　　〃 39

15 コミュニケーションと看護ケア 40

16 　　〃 41

17
検 査 ・ 治 療 を 受け る高 齢者 への 看護 ケア 7章
（三好） 42

18 　　〃 43

19 終末期における看護ケア　8章（真部） 44

20 在宅高齢者への看護　9章　　（三好） 45

21 介護家族への看護　 46

22 高齢者のリスクマネジメント  10章（小松） 47

23 日常生活動作の観察、徒手筋力検査法（高芝） 48

24 四肢の形状、運動、姿勢、歩行の正常性 49

25 機能障害の程度と原因 50

○

講義・演習　（高芝潤先生　リハビリテーション看護３時間　講義と演習）

老年看護学、老年看護病態・疾患論、リハビリテーション看護　（医学書院）
生活機能からみた　老年看護過程＋病態・生活機能関連図　山田律子編集　第２版（医学書院）／老年看
護学　概論と看護の実践　第４版　奧野　茂代・大西　和子編集（ヌーヴェルヒロカワ）
老年看護学概論・老年看護学技術　正木　治恵　真田　弘美編集（南江堂）
高齢者の看護技術　大塚眞理子編著（医歯薬出版)

履修上の
注意事項

老年期にある対象の老化による身体的・精神的・社会的変化、特徴的な疾患と看護など復習しながら、授
業に臨むこと。
授業中は私語をせず、提出物は期日に提出する。演習中は積極的に参加する。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、高齢者の生活機能面に関する基本的知識を講義
する

実務経験 医療現場での看護業務

出席状況、筆記試験、学習態度、レポートや記録等を総合して評価する。
評価の方法

や基準

テキスト/参考文献

授
業
の
計
画

授業の方法

　〃

授業科目

開講学科等

１／３０時間

真部 三和・三好 千賀・
小松 千恵・高芝 潤

単位／時間

担当教員

試験

授業の目的
・テーマ

老年期にある対象者の状況に応じた日常生活の援助を学ぶ。

授業の
到達目標

老年期にある対象者の状況に応じた日常生活の援助を理解する。

脊髄レベルに対応したADL訓練と介助方法

関節可動域・筋力増強訓練の適応と原則

片麻痺におけるＡＤＬの訓練と介助方法



老年看護方法論Ⅲ

看護学科

1 看護過程の展開について 　　　(上島） 26

2 　〃 27

3 生活行動モデル　生活行動情報 28

4 病態・生活機能関連図 29

5 目標志向型思考の「看護の焦点」の考え方 30

6 演習 31

7 　〃 32

8 　〃 33

9 　〃 34

10 　〃 35

11 　〃 36

12 　〃 37

13 　〃 38

14 　〃 39

15 まとめ 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

○

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 上島 やよい

授業の目的
・テーマ

高齢者の生活機能の観点からアセスメントし、看護を展開する方法を学ぶ。

授業の
到達目標

高齢者の生活機能の観点からアセスメントし、看護を展開する方法を理解する。

授
業
の
計
画

授業の方法
講義・演習　高芝潤先生　リハビリテーション看護６時間　講義と演習
専門看護師他講義　保健医療福祉施設における看護　２時間

テキスト/参考文献

老年看護学、老年看護病態・疾患論、リハビリテーション看護　（医学書院）
生活機能からみた　老年看護過程＋病態・生活機能関連図　山田律子編集　第２版（医学書院）／老年看
護学　概論と看護の実践　第４版　奧野　茂代・大西　和子編集（ヌーヴェルヒロカワ）
老年看護学概論・老年看護学技術　正木　治恵　真田　弘美編集（南江堂）
高齢者の看護技術　大塚眞理子編著（医歯薬出版)

履修上の
注意事項

老年期にある対象の老化による身体的・精神的・社会的変化、特徴的な疾患と看護など復習しながら、授
業に臨むこと。
授業中は私語をせず、提出物は期日に提出する。演習中は積極的に参加する。

評価の方法
や基準

出席状況、筆記試験、学習態度、レポートや記録等を総合して評価する。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、高齢者の生活機能面に関する基本的知識を講義
する



小児看護学概論

看護学科２年

1 小児看護の特徴と理念　　　　　　（寺村） 26

2 小児と家族の諸統計 27

3 小児看護の変遷 28

4 小児看護における倫理　今後の課題 29

5 子どもの成長・発達 30

6 成長発達の進み方　成長の評価 31

7 乳児期 32

8 　〃 33

9 　〃 34

10 幼児期　 35

11 　〃 36

12 　〃 37

13 学童期　 38

14 思春期・青年期　 39

15 子どもの状況に特徴づけられる看護　（寺村） 40

16 　〃 41

17 家族の特徴とアセスメント 42

18 子どものアセスメント　 43

19 　〃 44

20 　〃　 45

21 　〃 46

22 病気・障害を持つ子どもと家族の看護（寺村） 47

23 　〃 48

24 子どもにおける疾病の経過と看護 49

25 　〃　 50

○

テキスト/参考文献 系統看護学講座　小児看護学概論　小児臨床看護総論（医学書院）

履修上の
注意事項

「評価の方法や基準」について、よく理解しておくこと。

評価の方法
や基準

筆記試験 等、総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、小児看護学概論に関する基本的知識を講義する

授業の方法 講義　グル－プワーク 演習

授業の目的
・テーマ

１．小児看護の特徴と看護の役割について理解できる。
２．小児と小児をとりまく環境と成長発達について理解できる。

授業の
到達目標

「授業の目的・テーマ」に記載した内容を目標に、授業を進める。

授
業
の
計
画

　〃

　〃

子どもと家族を取り巻く社会

学校保健　病児保育

試験

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 前田 さち・寺村 妙



母性看護学概論

看護学科

1
１．母性看護の基盤となる概念
（１）母性とは

26

2 （２）母性の身体、心理、社会的特徴 27

3 （３）母子関係と家族発達 28

4 （４）セクシュアリティ 29

5 （５）リプロダクテイブヘルス／ライツ 30

6 （６）ヘルスプロモーション 31

7 （７）母性看護のあり方 32

8
（８）母性看護における倫理、安全・事
故予防

33

9 （９）母性看護に関する組織と法律 34

10
２．母性看護の対象を取り巻く社会の変遷と現状
（１）母子保健統計の動向 35

11 （２）母子保健に関する施策 36

12 　　　　　　〃 37

13
（３）母性看護の対象を取り巻く環境、
母子健康手帳

38

14 　　　　　　〃 39

15 ３．母性看護の対象理解 40

16 　　　　　　〃 41

17
４．女性のライフステージ各期における
看護

42

18 　　　　　　〃 43

19 （１）思春期の健康と看護 44

20 　　　　　　〃 45

21 （２）成熟期の健康と看護 46

22 　　　　　　〃 47

23 （３）更年期の健康と看護 48

24 ５．リプロダクティブヘルスケア 49

25 （１）家族計画 50

○

１／３０時間

森木 由美子

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

履修上の
注意事項

総合評価について了解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

実務経験 医療現場での看護業務

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、母性看護学概論に関する基本的知識を講義する

試験

評価の方法
や基準

母性看護学〔１〕母性看護学概論　（医学書院）／適宜紹介します

授業の方法

テキスト/参考文献

筆記試験等総合評価

講義　グループワーク

授業の目的
・テーマ

母性各期の対象の特徴および人間の性と生殖の意義について理解できる。

（３）ＨＩＶに感染した女性に対する看護

授業の
到達目標

上記「授業の目的」の内容を到達目標とする。

（２）性感染症とその予防

授
業
の
計
画

（４）人工妊娠中絶と看護

（５）喫煙女性の健康と看護



母性看護方法論Ⅰ

看護学科

1 妊娠期における看護 26

2   ①妊娠期の身体的特性 27

3 　　　〃 28

4   ②妊娠期の心理・社会的特性 29

5 　　　〃 30

6   ③妊婦と胎児のアセスメント 31

7 　　　〃 32

8   ④妊婦と家族の看護 33

9 　　　〃 34

10   ⑤親になるための準備教育 35

11 分娩期における看護 36

12   ①分娩の要素 37

13 　②分娩の経過 38

14   ③産婦・胎児、家族のアセスメント 39

15 　④産婦と家族の看護 40

16 産褥期における看護 41

17 　①産褥経過 42

18 　　　〃 43

19 　　　〃 44

20 　②褥婦のアセスメント 45

21 　　　〃 46

22 　　　〃 47

23 ウエルネス看護診断にもとづく看護過程 48

24 　　　〃 49

25 　　　〃 50

○

１／３０時間

畠中 ゆかり・森木 由美子

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

履修上の
注意事項

総合評価について了解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

実務経験 医療現場での看護業務

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、母性看護援助論（正常編）に関する基本的知識
を講義する

試験

評価の方法
や基準

母性看護学〔２〕母性看護学各論　（医学書院）／母性看護技術（メディカ出版）　ウエルネス看護診
断にもとづく母性看護過程（医歯薬出版）

授業の方法

テキスト/参考文献

筆記試験等総合評価

講義

授業の目的
・テーマ

妊娠・分娩・産褥各期及び新生児の生理的変化と正常な経過を理解し、必要な援助および
保健指導について理解できる。

　①新生児の生理

授業の
到達目標

上記「授業の目的」の内容を到達目標とする。

新生児の看護

授
業
の
計
画

　②新生児のアセスメント

　③新生児の看護



精神看護学概論

看護学科

1 精神看護学で学ぶこと（第１章） 26

2 　　〃 27

3 精神保健の考え方（第２章） 28

4 　　〃 29

5 　　〃 30

6 　　〃 31

7 心のはたらきと人格形成（第３章） 32

8 　　〃 33

9 　　〃 34

10 関係のなかの人間（第４章） 35

11 　　〃 36

12 社会のなかの精神障害（第７章） 37

13 　　〃 38

14 　　〃 39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

講義・ディスカッション

精神看護学〔1〕精神看護の基礎　　精神看護学〔2〕精神看護の展開　（医学書院）／適宜紹介します

履修上の
注意事項

特になし。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験の
活かし方

実務経験

筆記試験等総合評価　
評価の方法

や基準

テキスト/参考文献

授
業
の
計
画

授業の方法

授業科目

開講学科等

１／１５時間

坂本 寛子

単位／時間

担当教員

授業の目的
・テーマ

精神保健医療の変遷と現状を学び、精神障害を持つ対象の人権や保健福祉について考える。
また、精神の成り立ちとメカニズムを知り、ライフサイクルにおける精神保健について理解できる。

授業の
到達目標

精神保健医療の変遷と現状を学び、精神障害を持つ対象の人権や保健福祉について考える。
また、精神の成り立ちとメカニズムを知り、ライフサイクルにおける精神保健について学ぶ。



精神看護方法論Ⅰ

看護学科

1 第5章　精神科疾患のあらわれ方 16

2 Ａ）精神を病むことと生きること 17

3 18

4 19

5 20

6 21

7 22

8 23

9 24

10 25

11 26

12 27

13 28

14 29

15 試験 30

講義・ディスカッション・ロールプレイ

精神看護学〔1〕精神看護の基礎　　精神看護学〔2〕精神看護の展開　（医学書院）／適宜紹介します

筆記試験等総合評価

特になし。

実務経験の
活かし方

履修上の
注意事項

授業の方法

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

実務経験

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活か
し方を記載する

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 大山 千賀 

授業の目的
・テーマ

精神疾患の病態と治療について学ぶ。

授業の
到達目標

精神疾患の病態と治療について理解する。

授
業
の
計
画

第7章　社会の中の精神障害

第6章　精神科での治療
Ａ）精神科における治療
Ｂ）精神療法　Ⅽ）薬物療法
Ｄ）電気けいれん療法その他
Ｅ）環境療法・社会療法

Ｂ）精神症状論と状態像

Ｃ）精神障害の診断と分類



精神看護方法論Ⅱ

看護学科

1 第9章　回復を助ける　（下司） 26

2 Ａ）回復の意味 27

3 Ｂ）リカバリーのビジョン 28 　〃

4 Ｃ）治療の場におけるリカバリーの試みと看護の視点 29 試験

5 Ｄ）リカバリ―を促す環境 30 　〃

6 Ｅ）リカバリ―を促す方法としてのグループ 31

7 Ｆ）さまざまな回復のためのプログラム 32

8 Ｇ）リカバリ―のプロセス 33

9 第10章　地域における精神保健と精神看護（塩見） 34

10 Ａ）「器」としての地域　B）地域における生活支援の方法 35

11 Ｃ）地域におけるケアの方法と実際　D）学校におけるメンタルヘルス 36

12 Ｅ）職場におけるメンタルヘルスと精神看護 37

13 第13章　安全を守る　　　（下司） 38

14 Ａ）リスクマネジメントの考え方と方法　 39

15 Ｂ）緊急事態に対処する　　　 40

16 Ｃ）緊急事態とスタッフの支援 41

17 第14章　医療の場におけるメンタルヘルスと看護（下司） 42

18 　〃 43

19 第15章　災害時のメンタルヘルスと看護 44

20 　〃 45

21 第16章　看護師における感情労働と看護師のメンタルヘルス 46

22 　〃 47

23 セルフケア理論とは　　（塩見） 　 48

24 　〃 49

25 　〃 50

講義・ディスカッション・ロールプレイ

精神看護学〔1〕精神看護の基礎　　精神看護学〔2〕精神看護の展開　（医学書院）／適宜紹介します

筆記試験等総合評価

特になし。
履修上の
注意事項

授業の方法

授業の目的
・テーマ

精神障害を持つ対象と家族の生活を理解でき、また、その対象に対する基本的援助技術を
理解できる。

授業の
到達目標

精神障害を持つ対象と家族の生活を考え、また、その対象に対する基本的援助技術を学習
する。

授
業
の
計
画

　〃

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活か
し方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方

セルフケア理論による患者理解と看護

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 下司 政代・塩見 理香



精神看護方法論Ⅲ

看護学科

1 第11章　入院治療の意味　（和田） 26 看護過程　演習 　

2 A.精神科を受診するということ 27 　〃

3 B.治療の器としての病院・病棟 28 　〃

4 C.入院中の観察とアセスメント 29 試験

5
Ð．ケアの方向性を考える
É．退院に向けての支援とその実際 30 　〃

6 第12章　身体をケアする　（和田） 31

7 A.精神科における身体のケア 32

8 B.精神科における身体を通した看護ケアの実際 33

9 C.精神科の治療に伴う身体のケア 34

10 Ð．身体合併症のアセスメントとケア 35

11 Ē．精神科における終末期ケア 36

12 　　〃　　　　　（統合失調症） 37

13 　　〃 38

14 　　〃　　　　　（発達障害） 39

15 　　〃 40

16 　　〃　　　　　（気分障害） 41

17 　　〃　　（アルコール依存症） 42

18 　　〃　　　　　（強迫性障害） 43

19 　　〃　　　　　（摂食障害） 44

20 第8章　ケアの人間関係　　　　 45

21 　〃 46

22 　プロセスレコード 47

23 　〃 48

24 　〃 49

25 　〃 50

○

授業科目 単位／時間 １／３０時間

開講学科等 担当教員 和田 恵

授業の目的
・テーマ

精神障害を持つ対象に対する基本的援助技術を理解でき、セルフケア理論による看護過程の展
開について学び、実際に看護過程の展開方法を理解する。

授業の
到達目標

上記援護技術と看護過程の展開方法を理解する。

授
業
の
計
画

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄の内容を理解しておくこと

授業の方法 講義・グループワーク

テキスト/参考文献 精神看護学〔1〕精神看護の基礎　　精神看護学〔2〕精神看護の展開　（医学書院）／適宜紹介します。

評価の方法
や基準

筆記試験　レポート等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、精神看護に関する基本的知識を講義する



地域の学習Ⅱ

看護学科２年

2 ＜社会福祉協議会実習目標＞

4 １.　地域における健康管理支援を理解する。

6 　１）　社会福祉協議会の機能を知る。

8 　２）　社会福祉協議会の事業を知る。

10 ２.　地域における社会福祉協議会の意義・役割を理解する。

12 　１）　社会福祉協議会の意義・役割を知る。

14 ３.　地域保健活動の実際を理解する。

16 　１）　地域における健康問題を把握する。

18 　２）　地域における健康管理の実際を把握する。

20 ＜地域包括支援センター実習目標＞

22 １．地域包括支援センターの意義を知る。

24 　1)　地域包括支援センターの意義について述べることができる。

26 　2)　地域包括支援センターの活動内容を述べることができる。

28 　３)　地域包括支援の対象者の状況を把握することができる。

30 　４）　地域包括支援センターの対象者とその利用状況を把握することができる。

32 ２．対象者の家族、他職種との連携の実際を知り、看護の役割を理解する。

34 　１)　対象者の地域包括支援センターの利用状況を把握することができる。

36 　２)　多職種との連携の実際を述べることができる。

38 　３)　地域包括支援センターにおける看護師の役割について述べることができる。

40 　〃

臨地実習

提出物、実習内容、出席等を総合的に評価する。

医療現場での看護業務

準備・課題などを計画的に進めていくこと。

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、基礎看護学実習（看護過程の基礎）に関する基
本的知識を実践の場を通して指導を行う。

履修上の
注意事項

授業の方法

テキスト/参考文献

評価の方法
や基準

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

授業の目的
・テーマ

地域の生活環境がそこで生活している人々の健康に与える影響を知り、健康と暮らしを支
える看護を学ぶ。

授業の
到達目標

下記に記載

授
業
の
計
画

授業科目 単位／時間 １／４０時間

開講学科等 担当教員 下村 美佳子　



成人・老年看護学実習（急性期・回復期）

看護学科

1 実習目標 26

2 27

3 28

4

5

6

7

8

9

10
５.事故防止と安全を考慮して援助ができ
る。

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○

授業の方法

４．身体の問題を明確にし、回復に向け
ての援助ができる。

６.保健・医療・福祉チームとの協同と連
携を理解する。

授業の目的
・テーマ

急性期･回復期にある患者の特徴と治療・療養上の問題を総合的にとらえ、適切な看護を提
供できる知識・技術・態度を習得する。

授業の
到達目標

下記に記載.

臨地実習　高知赤十字病院、高知医療センター

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間 ３／１２０時間

上島 やよい 池田 久美子　他

目標に向けて、１２０時間、
下記医療機関で実習を行う。１．急性期・回復期の患者の身体的側面

を理解する。

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄の内容をよく理解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

２．急性期・回復期の患者と家族を精神
的・社会的側面から理解する。

３．心身ともに最良の状態で治療が受け
られる援助が理解できる。

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、成人看護学（急性期・回復期）に関する基本的
知識を実践の場を通して指導を行う。

実習内容、出席、提出物等を総合的に評価する。
評価の方法

や基準

実務経験 医療現場での看護業務

テキスト/参考文献



成人・老年看護学実習（慢性期・終末期）

看護学科

1 実習目標 26

2 27

3 28

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

○

６）終末期にある患者の看護をとおして
自己の死生観を深めることができる。

２）慢性期・終末期にある患者を精神・
社会的側面から理解する。

４）慢性期・終末期にある患者の看護上
の問題を明確にし、QOLをふまえた援助が
できる。

５）慢性期・.終末期にある患者をもつ家
族の看護上の問題を明確にし、援助がで
きる。

授業の目的
・テーマ

成人期の慢性期・終末期にある患者の特徴と治療・療養上の問題を総合的にとらえ、適切な看
護を提供できる知識・技術・態度を習得する。

授業の
到達目標

下記に記載

目標に向けて、１２０時間、
下記医療機関で実習を行う。１）慢性期・終末期にある患者の身体的

側面を理解する。

授業の方法 臨地実習　高知赤十字病院、高知医療センター

３）慢性期・終末期にある患者をもつ家
族を精神的・社会的側面から理解する。

授
業
の
計
画

７）終末期にある患者の看護をとおして
自己の看護観を深めることができる。

８）看護の役割を理解し、倫理に基づい
た言動がとれる。

内容、方法、評価については、実習要項
を別途配布する。

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄の内容をよく理解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

テキスト/参考文献

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、成人看護学（慢性期　終末期）に関する基本的知識
を実践を通して指導を行う。

実習内容、出席、提出物等を総合的に評価する。
評価の方法
や基準

実務経験 医療現場での看護業務

３／１２０時間

上島 やよい　池田 久美子　他

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間



老年看護学実習

看護学科

1 実習目標 51

3 53

5 55

7 57

9 59

11 61

13 63

15 65

17 67

19 69

21 71

23 73

25 75

27 77

29 79

31 81

33 83

35 85

37 87

39 89

41 90

43

45

47

49

○

２／８０時間

上島 やよい　他

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄の内容をよく理解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

臨地実習　介護医療院、老健・特養・グループホーム　など

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、老年看護学(基礎)に関する基本的知識を実践の
場を通して指導を行う。

実習内容、出席、提出物等を総合的に評価する。
評価の方法

や基準

実務経験 医療現場での看護業務

内容、方法、評価については、実習要項
を別途配布する。

２）老年期にある対象の老化と健康障害
から生じる問題を考え、援助計画が立案
できる。

テキスト/参考文献

授業の方法

目標に向けて、８０時間、
下記医療機関で実習を行う。

授業の目的
・テーマ

老年期にある対象の特徴と健康上の問題を総合的に捉え、老年期の対象とその家族を支援
する看護を学ぶ。

授業の
到達目標

下記に記載

１）老年期にある対象の特徴を理解する。

３）老年期にある対象の特徴をふまえた
日常生活の援助ができる。

４）老年期にある対象の家族の援助を理解する。

５）老年期にある対象の生活を支援する
社会資源の活用を理解する。

６）看護者として必要な倫理について理
解する。



老年看護学実習(総合)

看護学科

1 実習目標 51

3 53

5 55

7 57

9 59

11 61

13 63

15 65

17 67

19 69

21 71

23 73

25 75

27 77

29 79

31 81

33 83

35 85

37 87

39 89

41 90

43

45

47

49

○

１）老年期にある対象を理解し、老化及
び健康障害が生体に及ぼす影響が理解で
きる。

４）継続看護の必要性を理解し、保健医
療・福祉との連携を考えることができ
る。

５）看護者として必要な責務について理
解し、倫理的行動がとれる。

内容、方法、評価については、実習要項
を別途配布する。

２）老年期にある対象の個別性をふまえ
た看護過程の展開ができる。

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄の内容をよく理解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

臨地実習　近森リハビリテーション病院、高知病院　愛宕病院

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、老年看護学(総合)に関する基本的知識を実践の
場を通して指導を行う

実習内容、出席、提出物等を総合的に評価する。
評価の方法

や基準

実務経験 医療現場での看護業務

目標に向けて、９０時間、
下記医療機関で実習を行う

テキスト/参考文献

授業の方法

２／９０時間

上島 やよい 他

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

３）老年期の対象と家族の関わりを理解
し、家族への援助ができる。

授業の目的
・テーマ

老年期にある対象の身体的・精神的・社会的特徴と、健康上の問題及び対象を取り巻く環
境を病院において、実際に対象と関わる実習を通して学ぶ。

授業の
到達目標

下記に記載



精神看護学実習

看護学科

1 実習目標 51

3 53

5 55

7 57

9 59

11 61

13 63

15 65

17 67

19 69

21 71

23 73

25 75

27 77

29 79

31 81

33 83

35 85

37 87

39 89

41 90

43

45

47

49

○

２／８０時間

笹山 淳子　他

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

履修上の
注意事項

上記「評価の方法や基準」欄の内容をよく理解しておくこと。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

臨地実習　海辺の杜ホスピタル・高知鏡川病院　細木ユニティ病院　愛幸病院　南国病院

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、精神看護学に関する基本的知識を実践の場を通
して指導を行う

実習内容、出席、提出物等を総合的に評価する。
評価の方法

や基準

実務経験 医療現場での看護業務

内容、方法、評価については、実習要項
を別途配布する。

２）精神障害を持つ対象の家族を精神
的・社会的側面から理解する。

３）精神障害を持つ対象の個別性を踏ま
えた看護過程の展開ができる。

テキスト/参考文献

授業の方法

目標に向けて、８０時間、
下記医療機関で実習を行う

授業の目的
・テーマ

精神障害を持つ対象の特徴と健康上の問題を総合的に捉え、対象にとって必要かつ適切な
看護を提供できる知識・技術・姿勢を習得する。

授業の
到達目標

下記に記載

１）精神障害を持つ対象の特徴を理解す
る。

４）精神障害を持つ対象と自己との相互作用を
体験し、その関わりを理解した上で、治療効果
を高めるための援助ができる。

５）精神科医療における看護と他職種と
の連携の重要性を理解する。

６）看護者として必要な倫理的義務や責
任について理解する。



暮らしを支える看護Ⅰ

看護学科

1 1．人々の暮らしと地域・在宅看護 26

2 1）地域・在宅看護の役割 27

3 2）地域・在宅看護の対象 28

4 3）地域に暮らす対象者の理解と看護 29

5 2.　地域における暮らしを支える看護 30

6 1）地域の暮らしにおけるリスクの理解 31

7 2）地域での暮らしにおける災害対策 32

8 3.　地域・在宅看護実践の場と連携 33

9 1）主な地域・在宅看護実践の場 34

10 2）地域・在宅看護における多職種連携 35

11 4.　地域・在宅看護に関連する制度とその活用 36

12 1）介護保険・医療保険制度 37

13 2）訪問看護の制度 38

14 3）高齢者・障害者・難病・公費負担に関する法制度 39

15 4）権利保障に関連する制度 40

16 5.地域・在宅看護活動の創造と展開例 41

17 6.地域・在宅看護の展開 42

18 1）地域・在宅看護における看護過程 43

19 2）地域・在宅看護における看護過程の展開 44

20 3）地域・在宅看護における看護過程の展開方法 45

21 ・地域・在宅看護過程の特徴 46

22
・地域・在宅看護過程における情報収集とアセスメン
ト

47

23 ・地域・在宅看護過程における看護目標の設定・計画 48

24 ・地域・在宅看護の実施と評価 49

25 ・地域・在宅看護過程をさらに発展させる視点 50

〇

実務経験

テキスト/参考文献 地域・在宅看護の基盤(地域・在宅看護論1）地域・在宅看護の実践(地域・在宅看護論2）(医学書院）

授業の方法

評価の方法
や基準

履修上の
注意事項

特になし

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

授
業
の
計
画

講義

〃

実務経験の
活かし方

筆記試験等総合評価

地域包括支援センターの役割と業務内容（外部講師）

6.地域共生社会における多職種連携・多職種チームでの協働

試験

試験

１／３０時間

下村 美佳子・竹内 初衣

授業科目

開講学科等 担当教員

単位／時間

授業の目的
・テーマ

1.地域に暮らす人々の看護は看護の土台であることを認識でき、暮らしが健康に与える影響を理解することができる。2.
看護が提供される多様な場を知り、健康と暮らしを支える看護の役割について理解することができる。3.地域・在宅看護
に関連する法・制度・施策を理解する。4.地域・在宅看護過程の展開方法を理解し、地域・在宅看護実践における多職種
連携・協働について学ぶ。5.地域・在宅看護活動の創造について考えることができる。

授業の
到達目標

1. 地域に暮らす人々の看護は看護の土台であることを認識でき、暮らしが健康に与える影響を説明できる。
2.看護が提供される多様な場を知り、健康と暮らしを支える看護の役割について述べることができる。
3.地域・在宅看護に関する法・制度・施策について述べることができる。
4.地域・在宅看護過程の展開方法を理解し、地域・在宅看護実践における多職種連携・協働について述べることができ
る。
5.地域・在宅看護活動の創造について考えることができる。



暮らしを支える看護Ⅱ

看護学科

1 第２章　暮らしを支える技術 26

2 A　暮らしの場で看護をするための心構え 27

3 ・地域・在宅看護実践とは 28

4 B　セルフケアを支える対話・コミュニケーション 29

5 ・対象者と看護師の対話・コミュニケーション 30

6 C　地域・在宅看護における家族を支える看護 31

7 ・家族の支援 32

8 D　地域・在宅看護における安全を守る看護 33

9 ・治療の場から在宅への移行期 34

10 ・在宅療養の安定期・在宅リハビリテーション期 35

11 E　地域における暮らしを支える看護実践 36

12 ・療養環境調整に関する地域・在宅看護技術 37

13 ・活動・休息に関する地域・在宅看護技術 38

14 ・食生活・嚥下に関する地域・在宅看護技術 39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

○

テキスト/参考文献 地域・在宅看護の実践(地域・在宅看護論　2）(医学書院）

履修上の
注意事項

総合評価について事前に理解しておくこと。

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 医療･在宅現場での看護業務

実務経験の
活かし方

看護師業務に携わった経験を持つ教員が、在宅看護技術に関する基本的知識を講義する

授業の方法 講義　グループワーク　演習　体験学習

授業の目的
・テーマ

1.「暮らしの場」で看護を行う前に押さえておくべき心構え、対象者やその家族との対話・コミュニケーションにつ
いて理解する。
2.「暮らしの場」で看護を行うために必要な安全対策と事故防止の知識について理解する。
3.「暮らしの場」で看護を行うための療養環境調整、活動・休息・食生活・嚥下に関する技術を学ぶ。

授業の
到達目標

1.「暮らしの場」で看護を行う前に押さえておくべき心構え、対象者やその家族との対話・コミュニケーションにつ
いて理解する。
2.「暮らしの場」で看護を行うために必要な安全対策と事故防止の知識について述べることができる。
3.「暮らしの場」で看護を行うための療養環境調整、活動・休息・食生活・嚥下に関する技術を理解する。

授
業
の
計
画

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 笹山　淳子



家族看護学

看護学科

1 家族看護とは 26

2 　〃 27

3 家族看護の対象理解 28

4 　〃 29

5 家族看護を支える理論と介入法 30

6 　〃 31

7 家族看護の展開の方法 32

8 　〃 33

9 　〃 34

10 　〃 35

11 家族看護学の実践 36

12 　〃 37

13 　〃 38

14 　〃 39

15 試験 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 松下　由紀

授業の目的
・テーマ

人が生きていくうえでの基盤ともなる家族についての理解を深め、家族を支援する看護を
考えることができる。

授業の
到達目標

現代の家族とその在り方について理解する。家族を含めた対象の理解とその支援する看護
について理解ができる。

授
業
の
計
画

授業の方法 講義　　グループワーク　演習

テキスト/参考文献 系統看護学講座　家族看護学　（医学書院）

履修上の
注意事項

総合評価についてよく理解しておくこと。

評価の方法
や基準

筆記試験等総合評価

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験

実務経験の
活かし方



看護研究

看護学科

1
看護研究の目的と意義
看護学会および学術集会の現況

26

2 テーマの見つけ方・絞り方 27

3 看護研究のプロセス・概念枠組 28

4 文献検索の意義と方法 29

5 文献検索の実際 30

6
文献検討の意義と方法
（文献整理・文献カードの記載）

31

7 文献検討（個人関心のある文献） 32

8 文献検討(個人発表) 33

9 看護研究の種類・方法の特徴 34

10 質的研究／文献クリティーク 35

11 量的研究／文献クリティーク 36

12 看護研究における倫理的配慮 37

13 研究計画書の構成 38

14 研究計画書の作成（ＧＷ） 39

15 研究計画書の発表（グループ単位） 40

16 41

17 42

18 43

19 44

20 45

21 46

22 47

23 48

24 49

25 50

○

履修上の
注意事項

出席状況および授業中の態度や演習に取り組む姿勢も評価対象とする。

評価の方法
や基準

課題提出内容、提出状況、グループワークの参加状況で評価する。

 実務経験のある教員による授業科目の場合、 右欄に○を入れ、実務経験と実務経験の活かし方を記載する

実務経験 看護研究を実践

実務経験の
活かし方

看護研究を実践経験を活かし、基礎学者に分かりやすい研究への望み方を講義する。

授業の方法 講義　グループワーク　個人ワーク

テキスト/参考文献
黒田裕子の看護研究step by step第5版(医学書院)　／看護学生のためのわかりやすいケース･スタディの進め方（照
林社）かんたん看護研究(南江堂)　看護における研究 第２版(日本看護協会出版会)

授業の目的
・テーマ

看護研究の基礎を理解するとともに研究的態度を学ぶ。

授業の
到達目標

看護研究の基礎を理解するとともに研究的態度を修得する。

授
業
の
計
画

授業科目 単位／時間 １／１５時間

開講学科等 担当教員 高橋　永子


